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＜連絡事項＞
・感染、非感染、一般ごみの区別をきちんとして下さい。

＜入室状況＞
【入院】
・柳町　明美様～東病棟Aユニット8号室

【転出】
・細越　孝義様～東Cユニット6号室→南Bユニット103号室

【居室移動】
・斉藤　凛様～東Aユニット8号室→東Aユニット11号室
・磯嶋　茜様～東Aユニット11号室→東Aユニット15号室

＜患者様情報＞
・清水　ヨシエ様～明日採血指示。食事再開し、摂取状況が良ければ点滴1本/日へ変更予定。INに対してOUT少ないため、フロセミド0.5A　IVの指示となる。

・下川戸　長司様～介助で腹圧掛けないと排尿少ない事から、膀胱留置カテーテル挿入となる。

・長浜　厚子様～外泊日程調整の為架電。7/22　9：30栄養指導し10時発　7/24　16：30　帰院しそのまま主治医面談でどうか　確認お願いします。栄養指導は前回同様南の面会する場所で実施することも伝えてください。

＜馬渡Dr.診察状況＞
・古積　幸太様～状況を無視しての話し掛けや他者を馬鹿にするような発言からトラブルとなっている事情報提供。主治医より施設入所していく上で不利になる要因となる為言葉遣いや言動に引き続き注意していくように説明受けている。

・三浦　華菜様～点滴施行後は食事摂取良好であること、7/13日準夜帯で多飲水傾向となり筋注実施していること、その後も多飲水傾向であり体重の日内変動あることを情報提供。多飲水のリスクについて本人へ再度説明している。今後も多飲水続くようであれば隔離、拘束等必要となる事本人へ説明している。

・三浦　郁子様～処方変更無し。退院支援について転院も考慮していると家族様より情報あったこと共有。PSW含めて退院支援を行っていくように指示あり。

・蛯名　優心様～処方変更無し。次回外泊日、退院日選定中であること情報提供。今後自宅退院となった際に訪問看護等のサービス利用について外泊時家族間で話し合うように本人へ説明している。

・坂田　容子様～現在家族が介護認定調査結果待ちであり結果出た後に施設選定する予定であること情報提供。引き続き退院支援していくように指示あり。また転出許可あり。

・山下　多嘉子様～診察時幻視、幻覚無いと話すも「ベッドに寝ている人がいる」等の幻視様の訴えあり。ロナセンテープ40→ロナセンテープ60へ増量。またダットスキャンの調整行うように指示あり。画像診断申込書は記載済

※その他患者様処方指示変更なし。

＜田名部Dr.診察状況＞
・斉藤　凛様～主治医より18日退院許可あり。家族に伝えるも「三沢のクリニックから青南で見て貰ってと言われました。」と。その旨主治医に伝え明日本人と再度診察し外来通院に切り替えるか入院継続にするか決めるとのこと。母にも伝え了承。スマホ使用許可あり。ルール説明し本人にお渡ししている。

・佐々木　勇蔵様～14：00不穏興奮消失したため終日隔離解除となる。

・若沢　理子様～腰部・腹部痛訴えありハップスター処方となる。

・瀬川　高雄様～7/11夕方より食事摂取不良さ、疎通不良さ、発熱継続していること情報提供。食事、内服止め、頭部CT指示、至急本日、明日採血指示あり。また補液量に対するアウト量少ない為補液本日一本追加し膀胱留置カテーテル挿入指示あり。内服止めて明日発熱、意識レベル改善なければ再度船場Drへコンサルするように指示あり。

・瀧澤　幸輝様～今日夕より各食白湯150㎖→200㎖に変更となる。
[bookmark: _GoBack]
※その他患者様処方指示変更なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光鋭さや妄想言動なくスタッフに礼節保たれている。不穏さ無く臥床し休まれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。体温38.0℃、クーリング、掛け物調整施行する、その他バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブル無く実施。血色不良さなし。身体拘束部位トラブル無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立たず。危険行為や拘束部位トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年7月16日　10:11
氏　　名：柳町　明美（やまぎまち　あけみ）様
生年月日：昭和51年7月18日(49歳)
病　　名：統合失調症疑い
性　　別：女性
主 治 医：田名部Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット8号室
＜経過＞
　82歳の母親と2人暮らし。父親は死去し兄弟はいない。中学2年～卒業までは不登校。高校は千葉学園高校に進学し不登校にはならなかった。高校卒業後、三戸町にある電気製品の組み立てを行う会社に就職したが1年未満で退職。それから定職にはつかず少なくともここ数年間は引きこもり状態。自宅内はごみが散乱しているが、本人が拒否をするため介入ができない状況。2～3年入浴もしていないが、更衣はしている。八戸市生活福祉課より精神科受診を促していたが本人の拒否が強く受診に繋がらず。令和元年頃から「物を盗られた」との訴えを繰り返している。同年6月5日保健所が母の依頼を受け自宅訪問。支離滅裂な言動や何もない空間を指さすなど、幻覚妄想状態であり、精神科受診が必要であるが本人に病識がなく、外来での治療継続は難しいと思われることから入院前提での受診調整依頼あり。R8.7.16症状改善・環境調整目的にて、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
